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【
う
ら
へ
続
く
】

「
９
条
改
憲
ノ
ー
」
響
く

  

４
万
人
が
国
会
を
包
囲

　
　
　
　

11
・
３
国
会
包
囲
大
行
動

　

安
倍
政
権
に
よ
る
９

条
改
憲
に
反
対
す
る
行

動
が
３
日
、
全
国
各
地
で

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
国

会
周
辺
の
大
行
動
は
、
全

国
各
地
か
ら
も
参
加
者
が

集
い
、
若
者
や
子
ど
も
を

連
れ
た
人
も
参
加
し
、
歩

道
や
公
園
は
い
っ
ぱ
い
。

４
万
人
が｢

９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
」「
憲
法
守
り
生
か

せ
」
な
ど
が
書
か
れ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た

全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

運
営
委
員
の
高
田
健
さ
ん

は
、
総
選
挙
で
は
市
民
と

野
党
の
共
闘
へ
の
分
断
が

あ
り
な
が
ら
も
新
し
い
勢

力
が
生
ま
れ
る
な
ど
、「
大

き
な
可
能
性
を
も
っ
た
選

挙
で
し
た
」
と
指
摘
。
日

さ
ん
な
ど
国
内

外
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
ス
ピ

ー
チ
し
、｢

国

会
内
外
が
力
を

合
わ
せ
、
改
憲

発
議
そ
の
も
の

を
阻
止
し
よ
う

｣

と
訴
え
ま
し

た
。
総
選
挙
で

改
憲
勢
力
が
３

分
の
２
を
占
め

た
も
と
で
、
改

憲
に
反
対
す
る

国
民
の
意
思
を

示
す
行
動
と
な

り
ま
し
た
。

本
共
産
党
、立
憲
民
主
党
、

社
民
党
、
民
進
党
の
４
野

党
の
党
首
ら
や
、
韓
国
の

金キ
ム
ヨ
ン
ホ

泳
鎬
さ
ん
や
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
共
同
代
表
の
川
崎
哲

さ
れ
た
男
女
社
員
３
人
が

不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
た

訴
訟
の
判
決
が
、
10
月
23

日
、
大
阪
地
裁
で
あ
り
ま

し
た
。

　

判
決
は
、
３
人
の
解
雇

後
も
同
社
の
経
営
は
安
定

し
て
お
り
、
人
員
削
減
の

必
要
性
は
低
く
、
解
雇
を

避
け
る
努
力
も
十
分
と
は

言
え
な
い
と
し
て
解
雇
は

無
効
と
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
内
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
働
く
３
人
は

２
０
１
３
年
４
月
、
労
組

　

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
の

エ
ミ
レ
ー
ツ
航
空
で
解
雇

エミレーツ航空の
　　不当解雇に無効判決
　　　　　大阪地裁

日本の公教育支出ランキングは
OECD34 ヵ国でワーストワン

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
来

日
。「
横
田
基
地
に
降
り

た
。
公
式
訪
問
で
い
き
な

り
基
地
に
降
り
立
つ
大
統

領
は
前
代
未
聞
だ
」「
北

朝
鮮
問
題
に
か
こ
つ
け
て

兵
器
を
売
り
込
ん
だ
」「
安

倍
首
相
は
圧
力
一
辺
倒

と
、
さ
ら
な
る
兵
器
購
入

に
応
じ
た
」「
韓
国
や
中

国
は
圧
力
一
辺
倒
に
は
応

じ
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
自
民
党
の
石
破
氏
が
、

『
核
兵
器
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
技
術
は
持
つ
べ

き
』
と
発
言
し
た
。
と
ん

で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
産
の
出
荷
検
査
無

資
格
問
題
。「
現
役
社
員

が
ゴ
ー
ン
の
合
理
化
で
検

査
体
制
に
し
わ
寄
せ
が
来

た
結
果
だ
と
証
言
し
た
」

「
検
査
資
格
の
社
内
試
験

で
問
題
を
事
前
に
教
え
て

い
た
」「
７
日
か
ら
順
次
、

生
産
と
出
荷
を
再
開
と
い

う
が
問
題
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

を
結
成
し
、
上
司
の
パ
ワ

ハ
ラ
や
残
業
代
の
支
払
い

を
訴
え
ま
し
た
。
組
合
結

成
を
敵
視
し
た
同
社
は
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し

３
人
を
解
雇
。
３
人
は
解

雇
撤
回
を
訴
え
、
大
阪
府

労
働
委
員
会
は
、
解
雇
は

組
合
員
を
会
社
か
ら
駆
逐

す
る
た
め
の
不
当
労
働
行

為
と
し
て
撤
回
を
命
じ
て

い
ま
し
た
。

国会議事堂正門前　11月 3日
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

写真パネル展「中島飛行機と武蔵野の空襲」
    日時：11 月 13 日（月）～ 17日（金）
　場所：武蔵野市役所ロビー

　　通研は中島の建物を利用し開所しました。
　　通研にあった地下道、9回の爆撃の詳細、投下された　
　　爆弾と不発弾位置、通研前の野球場などの記録です。

月の地下に巨大空洞
　月探査機「かぐや」が確認

　

日
本
の
月
探
査
機
「
か

ぐ
や
」
は
２
０
０
９
年
、

月
に
あ
る
火
山
地
域
「
マ

リ
ウ
ス
丘
」
で
直
径
・
深

さ
50
㍍
の
縦
穴
を
発
見
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
東
海
大
学
お
よ

び
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
研
究
チ
ー

ム
は
、
縦
穴
周
辺
の
地
下

構
造
を
探
ろ
う
と
、「
か

ぐ
や
」
搭
載
の
レ
ー
ダ
ー

装
置
の
観
測
デ
ー
タ
６
万

点
を
分
析
し
、
地
下
空
洞

に
特
徴
的
な
反
射
波
を
探

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
下
数
十
〜
２
０
０
㍍
に

国
連
総
会

日
本
の
核
決
議
案
に
強
い
批
判

  

禁
止
条
約
無
視
、
核
廃
絶
の
表
現
後
退

　

10
月
27
日
の
国
連
総

会
第
１
委
員
会
（
軍
縮
）

で
、
日
本
が
提
出
し
て
い

る
核
兵
器
廃
絶
決
議
案
を

め
ぐ
り
、
表
現
が
去
年
よ

り
も
後
退
し
て
い
る
と
の

反
発
が
相
次
ぎ
、
賛
成
は

１
４
４
、
昨
年
か
ら
23
減

ら
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
決
議
案
は
、
７

月
に
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
言
及
が
一

切
な
く
、
代
わ
り
に
核
廃

絶
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
る
」
と
禁
止

条
約
へ
の
不
参
加
を
正
当

化
。
２
０
０
０
年
の
核
不

拡
散
条
約
再
検
討
会
議
で

合
意
さ
れ
た
、
核
廃
絶
を

達
成
す
る
「
核
兵
器
国
の

明
確
な
約
束
」
な
ど
の
文

言
を
削
除
。

　

ま
た
核
兵
器
の
非
人
道

性
に
対
す
る
世
界
の
到
達

点
で
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
核

兵
器
使
用
の
破
滅
的
な
人

道
的
結
果
」の
記
述
か
ら
、

「
あ
ら
ゆ
る
」
の
文
言
を

削
除
。
人
道
上
容
認
さ
れ

る
核
使
用
が
あ
る
こ
と
を

含
意
す
る
修
正
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

約
50
㌔
㍍
に
わ
た
り
未
崩

壊
の
巨
大
地
下
空
洞
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。空
洞
は
、

大
昔
の
火
山
活
動
で
溶
岩

が
流
れ
る
と
き
に
周
囲
が

冷
え
て
固
ま
っ
た
「
溶
岩

チ
ュ
ー
ブ
」
と
み
ら
れ
ま

す
。

　

発
見
さ
れ
た
地
下
空
洞

は
将
来
の
基
地
建
設
地
と

し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

安倍９条改憲を許さない、森友・加計学園疑惑徹
底追及、安倍内閣の退陣を要求する
　　　　   11・19 国会議員会館前行動

日時：１１月１９日（日）１４：００～

場所：衆議院第２議員会館前

主催：安倍 9条改憲NO! 全国市民アクション実行委員会

　　　戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

　

最
新
鋭
の
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
Ｆ
35
Ａ
が
嘉
手
納

基
地
に
12
機
配
備
。「
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
配
備

は
初
め
て
だ
」「
周
辺
住

民
が
『
今
で
さ
え
爆
音
被

害
を
強
い
ら
れ
て
い
る
』

と
抗
議
し
て
い
る
」「
地

元
自
治
体
の
騒
音
計
で

１
１
３
・
５
デ
シ
ベ
ル
を

記
録
し
た
」「
２
㍍
の
距

離
で
車
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
鳴
ら
さ
れ
た
時
と
同
じ

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

座
間
の
９
人
殺
害
事

件
。「
お
ぞ
ま
し
い
」「
報

道
の
た
び
に
い
や
な
気
分

に
な
る
」「
ネ
ッ
ト
社
会

の
負
の
側
面
だ
」「
ネ
ッ

ト
管
理
者
の
責
任
も
問
わ

れ
る
」「
被
害
の
自
殺
願

望
の
少
女
た
ち
は
話
を
聞

い
て
も
ら
う
相
手
を
求
め

て
い
た
の
で
は
な
い
か
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ

ー
ズ
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が

優
勝
（
４
日
）。「
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
が
３
連
勝
し
た
の

で
そ
の
ま
ま
か
と
思
っ
た

が
横
浜D

eN
A

が
２
勝
し

た
」「
熱
戦
で
見
応
え
が

あ
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

全
日
本
大
学
駅
伝
で

神
奈
川
大
学
が
優
勝
（
５

日
）。「
20
年
ぶ
り
３
回
目

国政チェックを縮小させ、
民主主義の根幹を揺るがす

　　野党の質問時間削減

　

政
府
・
自
民
党
が
野
党

の
質
問
時
間
の
削
減
を
企

ん
で
い
ま
す
。

　

議
院
内
閣
制
の
も
と

で
、
政
府
と
与
党
は
一
体

関
係
に
あ
り
、
政
府
の
政

策
や
方
針
は
自
民
・
公
明

両
党
の
合
意
に
も
と
づ
き

決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
政
府
を
監
視
す

る
に
は
野
党
質
問
が
必
要

で
す
。
そ
の
削
減
は
、
憲

法
に
あ
る
国
会
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
弱
体
化
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、
議
会
制
民

主
主
義
を
破
壊
す
る
行
為

で
す
。

　

安
倍
首
相
が
野
党
質

問
を
封
じ
よ
う
と
指
示
ま

で
出
す
の
は
、
行
政
府
の

立
法
府
に
対
す
る
干
渉
で

す
。

　

そ
も
そ
も
今
の
時
間
配

分
は
、
自
民
党
が
野
党
時

代
に
強
力
に
要
請
し
て
決

ま
っ
た
も
の
で
す
。
与
党

に
な
れ
ば
平
然
と
覆
す
こ

と
に
、
ひ
と
か
け
ら
の
道

理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
」「
青
学
が
負
け
た
。

箱
根
駅
伝
が
面
白
く
な
っ

て
き
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
京
で
木
枯
ら
し
１
号

（
30
日
）。「
寒
く
な
っ
た
」

「
ケ
ヤ
キ
や
桜
の
紅
葉･

黄

葉
が
き
れ
い
」「
不
順
な

気
候
で
果
物
も
ナ
リ
が
良

く
な
い
と
い
う
」


